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2MP-3 インジゴ系染色物のソーピングと色彩

武蔵野女大短大　○高橋尚美　奥隅路子

被　　服

[目的]ソーピングの効果は、繊維表面に付着した染料を除去することにより洗タ

ク、摩擦に対する堅ロウ性を向上させる。また、繊維内の染料の色調も変化すると一
般には言われており、従来はソーピング剤として石けんが多く用いられていた。本研
究では、ソーピング剤と色彩･染料の脱落量・摩擦堅ロウ度などについて基礎的な資

料を得ることを目的とした。

[:方法]染料はインジゴ(CI Vat Blue 1)、ジブ・ムインジゴ(Cl Vat Blue 3)、テト
ラブ・ムインジゴ(Cl Vat Blue 5)を用いて各々、0. b%o. w. f.、5%o. w. f.で綿を染色
した。ソ

蛍光増E

－ピンク剤として水、市販洗剤A
擲丿配合、非イオン簑－･AE：
はラウンダーオメーター

いた。(陰イオン系一石けん、ＬＡＳ：

増白剤配合、蛍光増白剤無配合)
い、ソーピング時間は15分、30分、1時間、

3時間、5時間の5種行った。ソーピング後の測色には、分光測色計を用いた。

［結果］インジゴ0. 5fe. w. f.ではソーピングにより、くすんだ色になるが、b%o. w. f.
では、彩度の変化は非常に小さい。ジブロムインジゴ、テトラブロムインジゴ共にソ
ーピングにより彩度は上昇し、鮮やかな色になる。また、ソーピング剤としては、蛍光

増白剤丿配合の場合、彩度は最も上昇する。
　ソーピングによる染料の脱落量は、ジブロムインジゴ、テトラブロムインジゴに比

較して、インジゴが最も多い。湿潤試験による摩擦堅ロウ度では、インジゴのソーピ

ング効果が、ジブロムインジゴ、テトラブロムインジゴに比較して大きい。

2MP-4 テンセル繊維の染着性に関する研究（第１報）直接染料による染色
三重大教育　戸田万記子、滋賀県大工　清水慶昭、
　　　　　　　　　　　光華女短大　中嶋哲生、三重大教育○木村光雄

　目的　テンセルはセルロースを素材として近年登場した新繊維であって、セルロースを
有機溶媒から再生することによって製造されているが、従来の再生繊維であるレーヨンと
は異なった物性を有している。従って、各種染料に対する染着性も異なっているが、未だ
それらに関する定量的な研究は行なわれていない。我々はテンセル会と共同研究を行なっ
て、テンセル繊維の実用面での特性を検討しているが、本報では先ず直接染料による染色

の結果について報告する。
　方法　テンセル繊維は通常、酵素処理によって微細繊維を除去してから実用に供されて
いるが、本報においては紡糸後、ソーピングのみを行ったスライバーと酵素処理後の平織
布を使用した。また、比較の為に、木綿及びレーヨンの綿及び平織布についても同様の測

定を行った。染料はC.I. Direct Red 28 の精製品を使用し、40～60℃における等温初期吸
着速度並びに70～90℃における等温吸着平衡の測定を行った。
　結果　まず、RH30～70%における水蒸気の透過速度と吸着量の測定を試みた結果、水蒸

気吸着量はテンセル＞レーヨン＞木綿の順となり、等温吸着平衡の測定からも同様の結果
が得られた。さらにこの吸着量の温度依存性についても同様であった。また、遠心脱水法
で求めた有効体積Ｖはレーヨン≧テンセル＞木綿の順であったが、等温初期吸着速度の測

定からも同様の結果が得られている。これらの結果を、テンセル繊維の製造方法と関連し
て考察すると、染着の機構はレーヨンと同様であるが、非晶領域構造はレーヨンよりも若
干間口が狭く、奥行きが大きくなっているものと推定される。
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